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年 4 月から 2016 年 3 月まで派遣された。本稿は、FLSH において日本語講座の立ち上

















増加に伴い 2014 年にまでに 4 つの高等教育機関と 3 つの民間の語学学校で日本語講座が
開設された。国際交流基金の日本語教育機関調査（2012）によると、モロッコの日本語学




FLSH のあるマラケシュは、かつての首都であり、人口約 66 万人を擁すモロッコでは 3
 


































しかし、FLSH から一般教養としての日本語教育を開始したいという要請が JICA へな
されたことで、2014 年 4 月より初めてマラケシュに日本語教師（筆者）が派遣されるこ
とになった。 




















が 100 名強と多数であった 4。 
この結果は、「必修講座」を開講するだけでは、日本語学習を希望する多くの UCA の学
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4．「必修講座」と「公開講座」について 
「必修講座」と「公開講座」の違いは、下記の表 1 のようである。 
 
表 1 「必修講座」と「公開講座」の比較 





学習時間 60 時間（FLSH が定める） 
日本語教師が決定 （1 レベル 30 
時間の学習で、筆者在任中はレベ 
ル 3 までのクラスを開設） 
学習対象者 FLSH が定める学生 教職員を含む全 UCA 在籍者 
コースデザイン 
及びカリキュラム
FLSH の規定に制限される 日本語教師が決定 


















2016 年 3 月時点 
の学習者数 
約 50 名（3 クラス合計） 
 
約 100 名（レベル 1 からレベル 3 
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5．おわりに 
















 1 学部長や教科主任などの日本語講座の開設に関わる関係者。 
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